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島根大学と地域のかけ橋へ

vol.

28 4 22 18 00 19 30

50

career@med.shimane�u.ac.jp 0853�20�2558

28 4 20

地域の「コンビニ診療所」を目指して

［来待診療所］
〒699-0405
島根県松江市宍道町
上来待213-1

［第15回］
来待診療所　
所長　山田　顕士 氏

リレートーク
トークで繋ぐ地域医療

relay
talk 　来待診療所は、宍道湖南岸の松江市宍道町来待地区にありま

す。人口約3000人の農地や山間地も広がる長閑な地区の唯一

の医療機関として、小児から高齢者まで幅広く対応するように

しています。旧宍道町時代に整備された「健康の里」の中に隣

接する温泉やプール等、その他の保健、福祉、医療機関と連携

を密にとり、健康づくりを推進したり、終末期・看取りまで含

めた在宅医療（訪問診療、訪問看護）も行っています。お店で

例えると、病院が専門店の集まった「百貨店」だとしたら、当

診療所は行きやすく、とりあえず何でも揃う、場合によって宅

配（往診）をしたり専門店（病院）を紹介する「コンビニ」と

しての機能を充実させていきたいと思っています。

PTLS（プライマリケア 外傷 蘇生コース）を開催しました。
活動報告／地域医療支援学講座の主な取り組み報告

【リレートーク第15回】　来待診療所　所長　山田　顕士 氏

4 ４/５（火）　17：00～　
 新入生説明会・意見交換会　場　所 ：ラパン

４/12（火）　18：00～　
 フレキシブル実習報告会
 場　所 ：みらい棟２F共通カンファレンス

４/19（火）　12：00～12：40
 ランチョンセミナー
 場　所 ： みらい棟２F共通カンファレンス
 講　師 ： 島根大学医学部

Acute Care Surgery講座
渡部　広明先生

 テーマ ： 自分のキャリアから学生に伝えたい事

４/22（金）　18：00～19：00
 地域医療セミナー
 場　所 ： みらい棟4Fギャラクシー
 講　師 ： 宮城県気仙沼市立本吉病院

院長　斎藤稔哲氏
 テーマ ： 地域の小規模多機能病院の未来（仮）

SCHEDULE　今後の行事予定：４月

編 集
後 記

春光うららかな季節を迎えました。ご卒業・ご入学の皆様方、おめでとうございます。
平成 27 年度も多くの関係者の方々にご協力いただき、誠にありがとうございました。
来年度も、宜しくお願い申し上げます。

５月以降のスケジュールは決まり次第HP等アップする予定です！

　このたび、地域医療支援学講座　准教授
を拝命いたしました佐野と申します。平成
６年に島根医科大学を卒業し、島根大学医
学部微生物学、耳鼻咽喉科学で勤務してお
りました。現在、地域枠の在り方、医学部国
際認証制度、新専門医制度、地域医療構想
など医学部を取り巻く制度に激変が進む
中、地域医療支援学講座の役割は重要さを
増しているように感じます。これまで、授
業・実習を通じて医学生と楽しく関わってきた経歴を生かし
て、１人でも多くの学生が、島根の医療の守り人、担い手、リー
ダーとしての自覚をもって生き生きと活躍できるようにする
ことが、これからの私の重要なミッションであると考えてお
ります。まだまだ浅学若輩ではございますが、ご指導、ご鞭撻
の程、宜しくお願い致します。

新任の挨拶

退任の挨拶

地域医療支援学講座
准教授
佐野　千晶

　平成２５年８月に赴任して以降、学生の
実習や、県から委託をうけているワークラ
イフバランス事業等様々な事に携わらせ
ていただきました。その中で県内の地域で
地域医療に熱い想いを注ぎ尽力している
医療関係者や行政の方々、また県内外のパ
ワフルな女性医師の先生等、様々な出会い
の機会をいただき、自分自身もとても刺激
をうけた３年間でした。
　今後は地域に戻り一医師として少しずつではありますが、
携わって行きたいと思っています。今後もお世話になります
が、よろしくお願いいたします。

地域医療支援学講座
特任助教
日高　美佐恵
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ランチョンセミナー

【日　時】 １月28日（木）18：00～19：30
【場　所】 島根大学医学部みらい棟２F 共通カンファレンスⅠ
【講　師】 中川　史生氏（島根大学医学部附属病院脳神経外科）
　　　　 辻　将大氏（初期臨床研修医）

【テーマ】 卒後の進路、私はこうして決めました。
【概　要】
　お二人の学生時代・卒後のキャリアの軌跡をお話いただき、あ
らかじめ参加学生から募った質問「研修先の選択の仕方や基準
は？」「初期研修で最も苦労したことは？」等にもお答えいただき
ました。
　全場面で全力投球されるのではなく、「緊急時に何もできない
のは嫌」「人の命を救う事だけでなく、どうやって社会生活に復帰
させられるかまで考える事
を大切にしたい」等ご自分が
大切にするポイント、価値観
をよく見極められながら進
路選択や今の仕事をされて
いるのが印象的でした。
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2／10
【日　時】 ２月10日（水）18：00～19：30
【場　所】 島根大学医学部みらい棟4F　ギャラクシー
【講　師】 吉村　学氏（宮崎大学医学部地域医療・総合診療講座 教授）
【テーマ】 あんきにころり
【概　要】
　がん、心筋梗塞、脳卒中のど
れで亡くなりたいかで、分かれ
て話し合うという斬新なグ
ループワークを行ったりして
楽しく学ぶことが出来ました。
　また、先生の地域医療に関する色々な取り組みを楽しくお話
しくださいました。最後は吉村先生の印象的な患者さんのムー
ビーをご紹介頂き、 地域医療とはなにか、そもそも医療とはなに
かを考えさせられ、楽しくまた胸がいっぱいになる素敵なセミ
ナーでした。

【日　時】 １月26日（火）12：00～12：40
【場　所】 島根大学医学部みらい棟２F　地域医療交流サロン
【講　師】 津端由佳里先生
　　　　（島根大学医学部　内科学講座呼吸器・臨床腫瘍学 助教）

【概　要】
　薬剤師から医師へと転向した理
由・社会人から医師を目指そうと
思ったきっかけなど、自分自身の思
い、キャリアアップとの兼ね合い、二
児の母であることの子育てへの思い
などすべて含めて卒業後の進路を決
定したとお話しいただきました。患者さんへと関わるときの思い
として、座右の銘「医者は病気を治せると思っているがそうではな
い。しかしすべての人に平等に手当てすることはできる。」を紹介
していただき、医師として持つべき姿勢をお教えいただきました。
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【日　時】 ２月12日（金）12：00～12：40
【場　所】 島根大学医学部みらい棟２F　地域医療交流サロン
【講　師】 百留亮治先生（島根大学医学部　消化器・総合外科学講座 助教）
【概　要】
　恩師との出会いの中で、外科の基本である手術のことだけでな
くそれに伴う責任感も教えてもらい、外科医としての道を進んで
きたとお話しいただきまし
た。現在やるべきこととして、
日本の医療の現状を踏まえ
て、外科医を増やしていくた
めに様々な取り組みを行って
おられることを伝えていただ
きました。

PTLSを開催しました。

ワークライフ・バランス支援

【日　時】 平成28年２月13日（土）8：15～17：45
【参加者】 受講者24名、オブザーバー参加者・講師等約30名
【概　要】
　六日市病院重富先生の主導により、島根県で初めてのPTLS(Primary care Trauma Life Support)コースを開
催し、県内初期研修医を始めとした24名の先生方が参加されました。PTLSは米国救急初療室外傷プロトコールを
元に内容を日本向けアレンジされたコースで、午前中は外傷初期評価のデモンストレーション等の講義、午後は
①FACT②レントゲン③穿刺④FAST・プライマリーサーベイ・骨盤のブースに分かれ実技が行われました。
JCHO東京高輪病院の箕輪良行先生を始め非常に熱心かつ丁寧に指導してくださった講師の先生方、出雲消防や
クリニカルスキルアップセンターの皆さま、本当にありがとうございました。

地

この度、えんネットキャラクターが登場しました！
　島根県のワークライフバランス、男女共同参画関連のポスターや発表資
料に当キャラクターをぜひご活用下さい！ 地域医療支援学講座まで使用用
途と連絡先をご一報いただければjpegデータをお送りします。

男女共同参画授業
【日　時】 ３月３日（木）10：15～16：00
【場　所】 島根大学医学部臨床大講堂
【参加者】 医学部４年生
【概　要】
　医学部におけるキャリア教育に先進的な取り
組みを行っている秋田大学総合地域医療推進学
講座准教授蓮沼直子先生をお招きし、男女共同参
画講義を行いました。グループワークの後、島根
大学で活躍されるキャリアモデルの先生方の紹
介があり、最後は学生が自分の未来キャリア年表
を記入しました。

医師生活密着型実習に
参加しませんか？
　医学生が病院内実習だけでなく、医師の生活面も垣
間見ることができるよう、医師密着型の実習を設定し
ています。

【参加した学生の声】
　普通の病院での実習では
医師の仕事の部分しか見え
ないため、将来自分がどう
いう生活をするのかを知る
ことが出来ず不安を感じて
いました。今回の実習でそ
の不安を払拭する事が出来
ました。また、自分の将来に
ついてじっくり考えること
も出来ました。

【日　時】 ２月26日（金）・２月27日（土）　【場　所】 米子全日空ホテル

2/26・27 中四国フォーラムに参加しました。

地域医療セミナー

【日　時】 ２月16日（火）10：45～11：30
【場　所】 松江市立宍道小学校会議室
【講　師】 吉岡みち子（地域医療支援学講座）
【参加者】 宍道小学校6年生49名
【概　要】
　当講座では小中学生の地域医療人材育成支援を行っています。
その取り組みのひとつとして、松江市立宍道小学校6年生を対象
に「地域医療現場の実態やその魅力について」の講演を行いまし
た。話を聞いた6年生の子どもたちからは、「赤ちゃん人形を持っ
た時、とても重くて、自分もこんな風に生まれたんだと思うと
びっくりした」といった声が聞かれました。
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松江市立宍道小学校向け講演

【テーマ】 自分のキャリアプログラムから学生さんに伝えたい事

域医療支援学講座では、しまね地域医療支援センターの委託を受け、ワークライフバランス支援事業「えんネッ
ト」を設立し、島根県内の医師・医学生に対し就労相談・キャリア教育等様々な取り組みを行っています。

春季地域医療実習
平成27年度

　今年も島根県内の保健所・病院で医
学生たちが春季地域医療実習を行い
ました。
　３月11日には実習報告会も開催し、
ワールドカフェ形式で実習で何を学
んできたのかを話し合いました。

【日　程】 ３月７日～３月11日

実施機関 地区等 日　程 参加人数
松江保健所 松江 ３月７日（月）～　９日（水） 3
雲南保健所 雲南 ３月７日（月）～　９日（水） 2
出雲保健所 出雲 ３月８日（火）～ 10日（木） 3
県央保健所 県央 ３月７日（月）～　９日（水） 3
浜田保健所 浜田 ３月８日（火）～ 10日（木） 5
益田保健所 益田 ３月８日（火）～ 10日（木） 3

隠岐保健所 隠岐
島後 ３月７日（月）～　９日（水） 4
島前 ３月７日（月）～　９日（水） 5

計 28名


